
障害児教育の指導法

[講義]　第３学年　前期　選択　特支必修　2単位

《履修上の留意事項》遠隔授業のみ実施

《担当者名》○近藤　尚也　　池田　浩明（非）

【概　要】

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目。

本科目では、障害児とその教育法に関して理解を深めるため、障害児教育の歴史や動向を学習したうえで、知的障害児を中心と

してさまざまな障害を含みながら、その指導法や教育支援について学ぶ。

【学習目標】

・障害児教育の歴史的背景や変遷を理解することができる。

・現代の教育の目的や価値を考えて表現することができる。

・障害児の発達課題と障害児を囲む社会・生活環境を把握して説明することができる。

・障害児教育における指導法や教育支援について具体的な方法を工夫することができる。

【学習内容】

回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

1 障害児教育のあり方と指導 特別支援学校や通常学校における障害児教育の動向か

ら、指導を行う上での配慮点を理解する。

近藤

2 初等中等教育に関わる指導法 初等中等教育における障害児教育について、インクル

ーシヴ教育の視点から指導法を理解する。

近藤

3 就学前教育に関わる指導法 就学前（幼児）教育における障害児教育の指導法につ

いて、早期療育と合わせて理解する。

近藤

4 高等教育に関わる指導法 高等教育・社会教育（生涯教育）における障害児者教

育の現状をふまえて、活用可能な指導法を理解する。

近藤

5 障害児教育における指導と支援 教育的視点と福祉的視点から歴史的背景に関心を持

ち、指導と支援の視点を押さえた指導法を理解する。

近藤

6 障害に合わせた指導法の理解1 軽度の障害児（知的障害を中心とした）について、障

害特性を理解し、発達的視点から指導法を理解する。

近藤

7 障害に合わせた指導法の理解2 重度の障害児（知的障害を中心とした）について、障

害特性を理解し、発達的視点から指導法を理解する。

近藤

8 領域･教科を合わせた指導の指導法

１

日常生活の指導の基礎的知識と学習指導案について理

解する。

池田

9 領域･教科を合わせた指導の指導法

２

遊びの指導の基礎的知識と学習指導案について理解す

る。

池田

10 領域･教科を合わせた指導の指導法

３

生活単元学習の指導の基礎的知識と学習指導案につい

て理解する。

池田

11 領域･教科を合わせた指導の指導法

４

作業学習の指導の基礎的知識と学習指導案について理

解する。

池田

12 知的障害児の教科別指導法 知的障害児の教科別指導の基礎的知識と学習指導案に

ついて理解する。

池田

13 自立活動の指導法（課題提出） 自立活動の指導の基礎的知識についてまとめたレポー

トを提出する。

池田

14 進路指導の理解（課題提出） 進路指導の基礎的知識についてまとめたレポートを提

出する。

池田

15 まとめ（課題提出） 障害児教育の学習指導案の基礎的知識についてまとめ

たレポートを提出する。

池田

【評価方法】

レポート（１００％）により評価する。

レポートについては原則学生に対し個別に振り返りを行う。



【備　考】

　教科書　：その都度プリントを配布する。

　参考書　：「特別支援学校教育要領・学習指導要領」他必要に応じて提示する。

【学習の準備】

予習として、障害児教育の現状を知るために、新聞、雑誌、メディア等により、情報収集を行い学習の準備を行うこと（80分）。

復習として、講義資料を参考に、内容の振り返りを行うこと（80分）。

【免許法施行規則に定める科目区分等】

「特別支援教育に関する科目」（特別支援教育領域に関する科目）

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目

中心となる領域：知的障害者

含む領域：聴覚障害者・病弱者・肢体不自由者

【実務経験】

池田　浩明（特別支援学校教諭）

【実務経験を活かした教育内容】

・特別支援学校教諭としての実務経験をもとに指導法について講義する。


